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用語集と参考文献 

 

CMT 解 
 CMT とは、セントロイド・モーメント・テンソル(Centroid Moment Tensor)の略

で、観測された地震波形を最もよく説明するよう、震源の位置（セントロイド）、規

模（モーメント・マグニチュード）、及び発震機構（メカニズム）を同時に解析した

結果。広帯域地震計により観測された地震波をもとに計算される。 
 
GPS 波浪計 
 GPS 衛星から発信される信号を用いて、沖に浮かべたブイ（GPS 波浪計）の上下

変動を計測し、波浪や潮位をリアルタイムで観測する機器。GPS 波浪計は国土交通

省港湾局が整備を進めている。 
 
J アラート（全国瞬時警報システム） 
 対処に時間的余裕がない弾道ミサイル攻撃に関する情報や緊急地震速報、津波警報、

気象警報などの緊急情報を、人工衛星等を通じて送信し、市町村の同報系防災行政無

線等を自動起動することにより、人手を介さず瞬時に住民等に伝達することが可能な

システム。 
 総務省消防庁が開発および整備を進めており、2007 年 2 月 9 日から一部の地方公

共団体で運用が開始され、2010 年 12 月から全国的配備が開始されている。 
 

エリアメール 

 気象庁が配信する緊急地震速報や地方公共団体が発信する災害・避難情報などを受

信することができる NTT ドコモの携帯電話向けサービス。対象エリアにいる利用者

に同時に配信するため、輻輳の影響を受けないとされている。2007 年 12 月から開始

された。他の携帯電話関係各社でも同様のサービスの導入が進められている。 
 
気象庁マグニチュード（Mj） 

 気象庁が通常用いているマグニチュードで、周期５秒程度までの強い揺れを観測す

る強震計で記録された地震波形の最大振幅を用いて計算される（小さい地震の場合は

速度型地震計の最大振幅も利用する）。地震発生後３分程度で計算可能という点から

速報性に優れている。一方、巨大地震（M8 程度以上）の場合、地震の規模のわりに

マグニチュードの値が大きくならない「頭打ち」が発生する。 
 
強震計 

 人が感じたり被害が発生したりするような強い揺れの地震波も測定することがで

きる地震計。 
 
広帯域地震計 

 強震計や速度型地震計よりも広い周期帯の地震波を測定できる地震計。M8 を超え

るような巨大地震から発生する長い周期の地震波を測定することができる。広帯域地

震計により観測された地震波形をもとに、モーメントマグニチュード等が計算される。 
 
速度型地震計 

 地震動の速度を測定する地震計。高感度なため、強い揺れでは振り切れてしまう一

方、短周期の地震波の観測に適しており、地震波形から P 波や S 波の到達時刻を読
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み取りやすいという利点がある。読み取った P 波や S 波の到達時刻は震源位置計算

に活用される。 
 
津波地震 

 地震の揺れから予想されるよりずっと大きい津波を引き起こす地震。 
  
ハザードマップ 

 自然災害が地域に及ぼす被害の程度を予測し、地図上に描画したもの。被害の及ぶ

範囲や程度に加えて、避難場所や経路もあわせて描画したものを「防災マップ」と呼

ぶことがある。 
  
発震機構 

 地震を起こした断層の形状（断層がのびる方向、断層の傾き、断層がずれ動いた方

向）を示したもの。 
 
モーメントマグニチュード（Mw） 

 広帯域地震計で観測された長周期の地震波形データから計算されるマグニチュー

ド。巨大地震に対しても正しく地震の規模を推定でき、断層運動の全体像と密接に関

係しているため、米国地質調査所（USGS）をはじめ国際的に広く使われている。少

なくとも１０分程度の地震波形データを処理する必要があることから、モーメントマ

グニチュードの推定には地震発生から１５分程度は要する。 
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